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１-1. 日本の競馬（中央競馬と地方競馬）

売得金額の約２％売得金額の約１０％国等への納付金・交付金

４４９万人（21年度）７１１万人（21年度）入場者数

３，６３４億円（21年度）２兆５，４８０億円（21年度）売得金額

１，４８３日（21年度）２８４日（21年度）開催日数

土日開催（岩手など）、平日開催
（南関東など）に分かれる。

原則、土日開催曜日

１９競馬場（ダートが主体）
※芝コースは盛岡競馬場のみ

１０競馬場（芝が主体）開催競馬場数

地方公共団体（１６団体）日本中央競馬会（ＪＲＡ）主催者

地方競馬中央競馬項目

○ 日本の競馬は、日本中央競馬会（ＪＲＡ）が主催する日本中央競馬会（ＪＲＡ）が主催する『『中央競馬中央競馬』』と、地方公共団体地方公共団体がが

主催する主催する『『地方地方競馬競馬』』に分かれているが、いずれも「競馬法」に基づき施行される。

○ 全国には、 １０の中央競馬の競馬場と、１５の地方競馬（１６主催者）の競馬場。東北
地域には、ＪＲＡの福島競馬場があるが、岩手競馬は、東北地方唯一の地方競馬岩手競馬は、東北地方唯一の地方競馬 。。

○ 昭和４８年のハイセイコーの活躍（第一次競馬ブーム）から、地方競馬と 中央競馬の
発売額の差が開き始め、昭和～平成にかけて、武豊騎手とオグリキャップが活躍する
第二次競馬ブームにより、両者の発売額には決定的な差が生まれ、現在、中央競馬中央競馬
は、地方競馬の約７倍の発売額。は、地方競馬の約７倍の発売額。



競馬場の全国分布図競馬場の全国分布図

○

○

● 福島（JRA）

● 新潟（JRA）

● 中山（JRA）

○

○

○

○

○
◎

○

○

○
東京（JRA） ●

◎○
●

阪神（JRA）

○○
●

京都（JRA）

○
小倉（JRA） ●

○
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川崎（神奈川県川崎競馬組合）

大井（特別区競馬組合）

船橋（千葉県競馬組合）

浦和（埼玉県浦和競馬組合）

盛岡（岩手県競馬組合）

水沢（岩手県競馬組合）

笠松（岐阜県地方競馬組合）

中京（JRA／愛知県競馬組合）

名古屋（愛知県競馬組合）

金沢（石川県／金沢市）園田（兵庫県競馬組合）

姫路（兵庫県競馬組合）

高知（高知県競馬組合）

福山（福山市）

荒尾（荒尾競馬組合）

佐賀（佐賀県競馬組合）

札幌（JRA／北海道）

ばんえい帯広（帯広市）

門別（北海道）

中央競馬〔JRA〕 計10場

うち、● 中央競馬場 8場
◎ 地方併用 2場

計19場

うち、○ 地方競馬場 17場
◎ 中央併用 2場

（平成22年11月現在）
● 函館（JRA）

地方競馬〔16主催者〕
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１-２. 日本の競馬（発売状況等）
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○ 中央競馬、地方競馬とも、近年は発売額の減少が続き、中央競馬はピーク時（平成９年）中央競馬はピーク時（平成９年）

の６割強の６割強、地方競馬はピーク時（平成３年度）の約４割弱地方競馬はピーク時（平成３年度）の約４割弱まで落ち込む。

○ 地方競馬主催者数も、平成３年度から平成３年度から、、８つの地方競馬が廃止となり、現在は１５（主催８つの地方競馬が廃止となり、現在は１５（主催

者数は１６）。者数は１６）。

○ 平成２０年度決算では、競馬収益金競馬収益金※※を計上している地方競馬はなく、９つの地方競馬を計上している地方競馬はなく、９つの地方競馬

が累積赤字が累積赤字を抱える厳しい状況。 （※ 競馬収益金＝一般会計への繰出金又は構成団体への配分金）

◆ 発売額の推移（中央競馬・地方競馬）
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２-１. 岩手競馬の概況
○ 岩手における競馬の歴史は古く、馬産地として、藩政時代から神社での奉納競馬や、
農家の人達が育てた馬の優秀性を競う生産地競馬が盛んに行われ、明治１７年には、

盛岡市の菜園にあった円形の競馬場で、全国では、横浜、東京に次いで３番目となる

洋式競馬を開催。

○ 昭和３９年３月、県、旧水沢市、一関市が岩手県競馬組合を設立。その後、盛岡市が
加入した後、一関市が脱退し、県、奥州市、盛岡市が構成団体となって現在に至る県、奥州市、盛岡市が構成団体となって現在に至る。

１，３１４人（平成２２年４月現在：馬主４２０名を除く。）⑤ 競馬関係者

◎ 盛岡競馬場（盛岡市） ◎ 水沢競馬場（奥州市）

○ １２場外発売所（テレトラック等）

《県内＝５》 宮古、釜石、種市、安代、盛岡大通

《県外＝７》 横手、山本、三本木、十和田、津軽、福島、東京

④ 主要施設

【H22】 土・日・月開催を基本とし、年間130日間、1,400レース

水沢競馬場（4～3月：82日）／盛岡競馬場（5～10月：48日）

③ 開催形態

岩手県、奥州市（旧水沢市）、盛岡市（昭和４０年７月加入）

（注） 設立当初は岩手県、水沢市、一関市。一関市は４４年３月脱退。

② 構成団体

昭和３９年３月（競馬事業の事務を共同処理する一部事務組合）① 設立時期
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２-２. 岩手競馬の概況

「発売額と総入場者数の推移」
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◆ 岩手競馬の発売額

《ピ－ク》 平成３年度 690億円

《直 近》 平成21年度 207億円※

～～ ピーク時のピーク時の1/31/3まで減少まで減少

※ 地方競馬の中では、南関東（大井・浦和・
川崎・船橋）の2,184億円、兵庫の320億円
に次ぐ事業規模。

◆ 岩手競馬の入場者数

《ピ－ク》 平成14年度※242万人
《直 近》 平成21年度 150万人

～～ ピーク時のピーク時の2/32/3まで減少まで減少

※ 場外発売所（テレトラック）の新規開設も

あり、平成14年度がピーク。
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３. 新しい岩手県競馬組合改革計画
○ 発売額の減少が続く中、新しい盛岡競馬場（オーロパーク）の建設費用や競馬事業
の資金収支不足を、借入金によって賄ってきた結果、累積債務が、平成１８年度末には累積債務が、平成１８年度末には
３３０億円にまで拡大３３０億円にまで拡大。

○ 競馬組合は、平成１８年１１月平成１８年１１月、新たな赤字を出さないことを基本に、競馬事業から得

られる収入で、全ての支出を賄い、「単年度ごとに収支均衡」「単年度ごとに収支均衡」を達成することを事業存続

条件とする「新しい岩手県競馬組合改革計画」を策定。「新しい岩手県競馬組合改革計画」を策定。

○ 平成１９年３月、県議会及び奥州・盛岡市議会で、様々な議論を経て、新計画の履行新計画の履行

を条件として、３３０億円融資による既存債務全額の繰上償還と事業継続が認められる。を条件として、３３０億円融資による既存債務全額の繰上償還と事業継続が認められる。

《《競馬事業の存廃基準競馬事業の存廃基準》》

○ 単年度ごとに、年度を通じて経営損益で黒字又は収支均衡
○ 次年度又は年度途中でも、年度を通じた収支均衡を達成する見込みがなければ廃止

《《競馬事業継続のための調整競馬事業継続のための調整》》

○ 競馬組合、構成団体及び競馬関係者で構成する『競馬組合運営協議会』を設置
○ 年間を５期に分け、期毎に収支状況を運営協議会において検証し、収支均衡を図る

ための調整を実施（調整が整わない場合は廃止）
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４．岩手競馬の収支の状況

ー194849▲2,053損益

▲37.45,7676,1896,6289,211うち事業運営費

▲30.322,44024,04625,61332,177支出

▲26.920,72322,06623,30828,361うち発売額

▲25.422,45924,09425,66230,124収入

21/18
（％）

平２１平２０平１９平１８区分

○ 平成１９年３月、構成団体から３３０億円の融資を受け、新たな赤字を出さ
ないことを条件に事業を継続。「新計画」の下での初年度となる平成１９年度平成１９年度
は、９年ぶりの単年度黒字を達成。は、９年ぶりの単年度黒字を達成。

○ その後、平成２０年度、２１年度と３年連続で黒字を達成。平成２０年度、２１年度と３年連続で黒字を達成。

（単位：百万円、％）

注：事業運営費は、売上原価（払戻金・地全協交付金・広域委託協力金等）を除いた額
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５-1. 岩手競馬発売額の確保・向上策

◆ 発売額の確保・向上に向けて取り組んでいる方策等

◇ 全国重賞競走シリーズへの参画

・ ３歳ダービーウィークシリーズ【H19】

・ ２歳未来優駿シリーズ【H20】

・ 牝馬重賞シリーズ「グランダム・ジャパン」【H22】

◇ 主催者間相互の広域受託発売・広域委託発売の拡大【H19】

他の主催者と他の主催者と
の連携の連携

◇ 薄暮競馬の開催【H20】

◇ グレード競走開催場の見直し（盛岡競馬場に集約）【H21】

開催日程等の開催日程等の
工夫工夫

◇ ３歳全国交流重賞レースの新設（ダービーGP）【H22】

◇ 騎手ハンデ戦／賞金ハンデ戦【H21】、選抜戦【H22】の実施

◇ スタリオンシリーズ（有名種牡馬の種付権を副賞として贈呈）【H19】

◇ 出走頭数の多頭数化（特別競走：最大１0 → 12頭へ）【H20】

◇ 短距離特別競走の新設（芝1000m） 【H21】

レースの質をレースの質を
高める取組高める取組

内容【新しい取組は開始した年度】区 分
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５-2. 岩手競馬発売額の確保・向上策

◆ 発売額の確保・向上に向けて取り組んでいる方策等

◇ 企業・団体の協賛による集客イベントの実施

◇ ファン感謝デー【H22】、レディースデー【H21】等のイベント強化

◇ 個人向けファンクラブ結成【H19】

◇ ファンと競馬関係者との交流（岩手競馬応援パーティーなど）【H20】

◇ マスコミ等とのタイアップによる競馬観戦ツアー実施【H21】

ファンサービスファンサービス
のの向上向上

◇ 盛岡市大通にミニ場外を設置【H19】

◇ 競馬場内・競走番組表に、看板広告・企業広告を掲示【H19】

◇ ５重勝単勝式勝馬投票券の発売開始（インターネット）【H22】

売上向上策売上向上策

◇ グレードレース等を核としたシリーズ化による広報展開【H21】

◇ 首都圏スポーツ紙への馬柱の掲載強化【H21】

◇ インターネット事業者とのタイアップによる全国的な広報展開【H21】

レース情報のレース情報の
発信強化発信強化

内容【新しい取組は開始した年度】区 分
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▲３０７

▲１０

▲２３０

▲６７

H21

▲４３２

▲１１

▲３４９

▲７２

H20

▲７６５

▲４７９

▲２８２

▲４

H19

▲３０１計

支払利息

▲２３９事業運営費

▲６２競走関係費

売上原価

H22（第２期まで）区分

６．コスト調整等の実施状況

（単位：百万円）

○ 平成19・20・21年度は、年度途中で発売実績が計画を下回ったため、

「新計画」に基づき、競馬関係者等で構成する運営協議会において、

19年度は3回計7億65百万円、20年度は1回4億32百万円、 21年度は3回

3億７百万円の調整を実施。

○ 平成22年度は、第２期まで（4/3～8/16）の発売実績が発売計画を下回った

ため、2回計3億１百万円のコスト調整を実施。
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７. 岩手競馬の改革への取組状況

◇ 現在の２つの競馬場による運営を、一場体制にした場合の課題、収支改善
効果等を検討したが、現段階では構成団体融資を含む資産・負債の整理、追現段階では構成団体融資を含む資産・負債の整理、追
加投資や撤去費用、収支改善効果などの面で、解決すべき課題が多いとの結加投資や撤去費用、収支改善効果などの面で、解決すべき課題が多いとの結
論。論。（平成２０年６月２７日競馬組合議会へ報告）

一場
体制
への
移行

◇ 民間のノウハウ・資金力等を活かし、『ファンサービスや収益性の向上』、『経

営基盤の強化』、『事業の安定性向上』等を期待し、ほとんどの業務を１社に一ほとんどの業務を１社に一
括委託する民間委託拡大括委託する民間委託拡大を検討。

◇ 企画提案を募集し、最優秀企画提案に選定された企業と協議を進めたが、
現行の運営方式との比較考量現行の運営方式との比較考量を行った結果、「２１年度からは実施しない」との「２１年度からは実施しない」との
最終的な結論。最終的な結論。（平成２０年１１月１日競馬組合議会へ報告）

民間
委託
拡大

◆ 『抜本的な改革』への取組状況

○ 厳しい経営が続く中、経営の安定化を図るために、競馬組合事業運営監視競馬組合事業運営監視

委員会委員会の報告（の報告（1919年年88月月2424日）日）や競馬組合議会や競馬組合議会からの提言（からの提言（1919年年1010月月2525日）日）

などにおいてなどにおいて、、岩手競馬の岩手競馬の抜本的改革についての意見・勧告抜本的改革についての意見・勧告が出された。

○ 意見・勧告を踏まえ、「民間委託拡大」と「一場体制への移行」について検討「民間委託拡大」と「一場体制への移行」について検討

したが、いずれも大きな改善効果を見いだせず。
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８. 新たな動き（ＪＲＡ・主催者間の連携）

〔地方競馬共同トータリゼータシステム〕

○ 全主催者共同でのトータリゼータシステムが、平成２３年度に整備全主催者共同でのトータリゼータシステムが、平成２３年度に整備される予定であり、

岩手競馬では平成２４年度からこれに参画岩手競馬では平成２４年度からこれに参画することにより、現行のシステムに比べて、

イニシャルコスト、ランニングコストとも経費削減イニシャルコスト、ランニングコストとも経費削減が期待。

○ これと合わせ、地方競馬の投票系・情報系・映像系のネットワークシステムを一本化地方競馬の投票系・情報系・映像系のネットワークシステムを一本化

する「地方競馬統合ネットワーク」を、地全協の共同利用施設設置等事業として構築する「地方競馬統合ネットワーク」を、地全協の共同利用施設設置等事業として構築

することにより、映像や情報の伝達に係るシステム運用負担の軽減システム運用負担の軽減も期待されるほか、

地方競馬主催者間の新たな連携策の可能性地方競馬主催者間の新たな連携策の可能性も拡がる。

〔地方競馬とJRAとの連携〕

○ 現在、地方競馬と日本地方競馬と日本中央中央競馬会（競馬会（JRAJRA）と）との相互発売の相互発売を、以下のような内容で実施す

る方向で、ＪＲＡと具体的な条件等について協議中ＪＲＡと具体的な条件等について協議中。

① 地方競馬が施行するダートグレード地方競馬が施行するダートグレードレースレースや一部の重賞や一部の重賞レースレースを、ＪＲＡを、ＪＲＡのインターネット発売のインターネット発売シシ
ステムステム（（II--PATPAT：会員：会員308308万人）で発売万人）で発売（開始時期：平成２４年度内を目標）

② JRAJRAのレースを、地方競馬施設でのレースを、地方競馬施設で受託受託発売発売（開始時期：JRAと各地方競馬主催者が個別に協議）

○ こうした相互発売の実施によ相互発売の実施により、り、岩手競馬の収益増岩手競馬の収益増が期待。
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（注） トータリゼータシステム（TZS）
発売機、払戻し機、表示装置やコ

ンピューターが組み合わされた勝馬
投票方式のシステムの総称。
勝馬投票券の発売、払戻、オッズ

（概算配当率）表示を一括処理

各主催者が個別に整備

【現行のトータリゼータシステム】

岩手競馬ＴＺＳ ○○競馬ＴＺＳ・・・・

競馬場 場外競馬場 場外

場間場外システム
【ＮＲＳ（日本レーシングサービス㈱）】

地方競馬共同トータリゼータシステム地方競馬共同トータリゼータシステム

【共同トータリゼータシステム】

ネットワーク

投 票
【岩手競馬】

・・・・・・

共同ＴＺＳ

競馬場 場外

【○○競馬】

競馬場 場外

NRS・ネット事業者等地方競馬16主催者が、TZSのセンタ
部分を共同化する仕組み

投 票

全地方競馬主催者が

共同TZSに移行
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９. 本県での新たな取組

○ 本県では、岩手競馬の安定的な事業継続を確かなものとするため、本年度

の新たな取組として、

① 「岩手競馬・みんなで応援ネットワーク」の立上げ「岩手競馬・みんなで応援ネットワーク」の立上げ

・ 全国グレード競走に出走する岩手競馬所属馬の応援（パブリックビューイング）

・ ファンと騎手との交流会など、参加団体の協力・連携による合同イベントの実施

② 北海道・北東北知事サミットにおける岩手競馬への協力要請北海道・北東北知事サミットにおける岩手競馬への協力要請

・ 競馬場や場外発売所（テレトラック等）を会場とした地域の物産展等の各種イベントの実施

・ ポスター掲示、各道県ホームページでの紹介などによる岩手競馬のＰＲへの協力

・ 地域の観光名所や特産品等の名称を付けた協賛冠レースの実施

③ 国への要望国への要望

・ 地方競馬の経営安定に向けた対策の拡充（地方競馬全国協会への交付金制度の見直し等）

など、競馬事業に係る制度の見直しや、みんなで岩手競馬を盛り上げる仕組
み作りを進めている。
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10-1. 岩手競馬の地域への貢献

（財政競馬としての地域への貢献）

○ 岩手県競馬組合は、平成１０年度まで、累計で４０７億円の利益金を構成累計で４０７億円の利益金を構成

団体に配分団体に配分。利益金は、各構成団体の社会資本の整備等に充当。

○ 地方競馬全国協会からの畜産振興補助金畜産振興補助金として、本県にはこれまでに

７７億円が交付され、本県の畜産振興に寄与７７億円が交付され、本県の畜産振興に寄与。

４０，７４５

合 計

２３

一 関 市

８，１４５

盛 岡 市

１０，１８４

奥 州 市

７，６７４２２，３９４

岩 手 県
畜産振興

補助金

利 益 金 の 配 分

（単位：百万円）



17

10-2. 岩手競馬の地域への貢献

（地域に根ざした産業としての貢献）

○ 地域の大きな経済主体地域の大きな経済主体として、その活動を継続することによる直接・間接の直接・間接の

経済波及効果経済波及効果。

○ 地域における貴重な雇用の場貴重な雇用の場の提供。

○ 本県固有の馬事文化の継承と振興馬事文化の継承と振興に寄与。

１,７３４人
（１,３１４人）

雇用（競馬関係者数）
※ 平成22年4月1日現在

３１６億円経済波及総効果

６０億円開催経費（直接的な効果）

平成21年度区分

◎ 『地域への経済効果』

注：「雇用」欄の下段（ ）数値は馬主を除いた人数。
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11. 岩手競馬の問題点

◆ 発売額（収入）が減少した場合、更なる

収入増加策の実施や、コスト（運営経費）
を調整して収支の均衡を図る。

◆ 発売額が一定程度減少しても、安定的

に運営できる収支構造への転換が必要。

〔〔発売額・来場者数への影響発売額・来場者数への影響〕〕

◆ 賞典費や開催経費を削減してきた結果

として、馬の数や質、お客様サービスの
低下などの影響が発生。

◆ また、施設・設備の老朽化や、新規投資
ができないなどの問題点も内包。

◆ こうした競馬開催やサービスへの影響
が、外的要因に加え、少なからず発売額
や来場者数の減少につながっている。

ⅠⅠ：：発売額・来場者の減少発売額・来場者の減少

～ 来場者の減少もあり、特に自場発売が低迷

ⅢⅢ：競馬開催やサービスへの影響：競馬開催やサービスへの影響
①① レースの魅力やお客様サービスの低下レースの魅力やお客様サービスの低下

〔賞典費の削減〕～馬の数・質の低下、厩舎関係者の士気の低下
〔開催経費の削減〕～ お客様サービスの低下
〔委託料・人件費の削減〕～サービスの低下、職員の士気の低下

②② 施設・設備の老朽化施設・設備の老朽化

～ 施設・設備の更新が進まず老朽化が進行

③③ 新たな投資による積極的な取組が困難新たな投資による積極的な取組が困難
～ 事業資金の不足により、発売額向上や経費節減のための設備

投資など、新たな投資による積極的な取組が困難

ⅡⅡ：運営経費の減少と事業資金の不足：運営経費の減少と事業資金の不足

発売額（収入）の減少

収入増加策又はコスト（運営経費）の調整

〔〔主な外的要因主な外的要因〕〕
◆ 景気悪化に伴う一人当たり

の購入額の減少
◆ ファンの高齢化・競馬離れ
◆ レジャーの多様化 など

事業資金の不足事業資金の不足


